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　今後の取り組み

・次期自然環境整備計画を作成し、引き続き国際的な観光施設としての環境整備や老朽化施設の再整備に取り組む。

その
他の
指標

整備に伴う取り
組みの実施状況

国立公園を活用したウオーク行事などのソフト対策と公園事業によるハード整備との相乗効果で、今後の利用者数増加が期待できる。

当初
の
指標

国立公園利用者数
千人／
年

周辺地域を含む公園利用者
の数

H25年 H31年 R2年

4,600 4,800

目標値 達成値
達成値の評価

基準年度 目標年度 達成年度

2,947 施設の整備は進んだが、新型コロナウイルスの影響等により利用者数は
目標値を下回っている。ポストコロナを見据え次期計画にて利用者数の
増に取り組む。

　事業の実施内容

【1 四国自然歩道再整備事業】            　　                                  〈施工例〉
　公衆便所改築　N=1基、
　標識改修N=24基、ベンチ改修N=1基
【2 本島遠見山園地再整備事業】
【10 大崎山園地再整備事業】
【12 城山園地再整備事業】
【15 白鳥松原園地再整備事業】
  公衆便所洋式化改修
【3 紫雲出山園地再整備事業】
　園路・駐車場の再整備 N=3,657m2、
  公衆便所洋式化改修
【4 寒霞渓園地再整備事業】
　園路の再整備 N=683m2
【5 屋島園地再整備事業】
　園路の再整備 N=3,272m2、
  公衆便所洋式化、照明灯改修 N=10基

　目標の
　達成
  状況

整備計画策定時
に設定した目標
に対する事業の
効果の発現状況

・便所の洋式化や多言語案内板を整備することにより、国際的な観光施設として必要な環境整備を進めることができた。
・老朽化した園路や照明灯、防護柵等を再整備し、休憩所を整備することにより、利用者の利便性の向上や安全確保を図ることができた。

目標を定
量化する
指標の達
成状況

指　　標 定　　義
従前値

令和３

　事業実施期間 平成 年度～令和 年度（H31繰越） 　事業費 207,811 （うち国費 103,905

自然環境整備計画の目標の達成状況等の評価

　都道府県名 香川県 　個別地域名 瀬戸内海国立公園 　評価年度

【6 大麻山園地再整備事業】
公衆便所洋式化改修
標識改修 N=12基、防護柵改修 N=21m

【8 蔦島園地再整備事業】
公衆便所洋式化改修、園路の再整備、
標識改修 N=1基、防護柵改修 N=36m

【9 四方指園地再整備事業】
標識改修 N=2基、

園路・駐車場再整備 N=2,887m2
【11 星ヶ城園地再整備事業】

園路・駐車場再整備 N=2,160m2
【13 女木島山頂園地再整備事業】

標識改修 N=4基、園路再整備 N=253m2
【14 琴反地園地再整備事業】

防護柵改修 N=68m

公衆便所改築 標識改修


